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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月2日(2020.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置であって、
　前記表示装置の動きが、酔い易い動きとして予め設定されている酔い動作である場合に
、該酔い動作の酔い易さを判定する判定手段と、
　前記酔い動作の酔い易さに対応する警告を報知する報知手段と
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記判定手段は、前記表示装置の動きが前記酔い動作であるかを判定し、前記表示装置
の動きが前記酔い動作である場合に該酔い動作の酔い易さを判定することを特徴とする請
求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記判定手段は、複数の酔い動作のうち、より酔い易い酔い動作から順に、前記表示装
置の動きが該酔い動作であるか否かを判定することを特徴とする請求項２に記載の表示装
置。
【請求項４】
　前記報知手段は、前記表示装置の動きが前記酔い動作であると判定される度に、該酔い
動作に対応する点数を取得して累積し、該累積した点数の和が規定値以上であれば、警告
を報知することを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記報知手段は、前記表示装置の動きが前記酔い動作であると判定される度に、該酔い
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動作及び前記表示装置の使用者の組み合わせに対応する点数を累積し、該累積した点数の
和が規定値以上であれば、警告を報知することを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項６】
　更に、
　撮像手段と、
　前記表示装置の位置姿勢に応じた仮想空間の画像と前記撮像手段による撮像画像との合
成画像を取得する手段と
　を備え、
　前記報知手段は、
　前記表示装置の動きが前記酔い動作であると判定された場合には、前記合成画像に警告
を示す情報を重畳し、該情報を重畳した該合成画像を表示することを特徴とする請求項２
乃至５の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記判定手段は、前記表示装置の姿勢、加速度、角速度、位置のうち１つ以上に基づい
て前記表示装置の動きを判定することを特徴とする請求項２乃至６の何れか１項に記載の
表示装置。
【請求項８】
　前記報知手段は、
　前記表示装置の動きが前記酔い動作である場合には、警告を示す音声を出力することを
特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記表示装置は、頭部装着型表示装置であることを特徴とする請求項１乃至８の何れか
１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　表示装置の制御方法であって、
　前記表示装置の判定手段が、前記表示装置の動きが、酔い易い動きとして予め設定され
ている酔い動作である場合に、該酔い動作の酔い易さを判定する判定工程と、
　前記表示装置の報知手段が、前記酔い動作の酔い易さに対応する警告を報知する報知工
程と
　を備えることを特徴とする表示装置の制御方法。
【請求項１１】
　コンピュータを、請求項１乃至９の何れか１項に記載の表示装置の各手段として機能さ
せるためのコンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一様態は、表示装置であって、
　前記表示装置の動きが、酔い易い動きとして予め設定されている酔い動作である場合に
、該酔い動作の酔い易さを判定する判定手段と、
　前記酔い動作の酔い易さに対応する警告を報知する報知手段と
　を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
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　図２１（ａ）のテーブルは、ユーザ（使用者）ごとに、酔い動作、酔い易さ、検知順番
、点数を管理しているテーブルの一例である。図２１（ａ）では、テーブルは、使用者「
Ａさん」に対する酔い動作、酔い易さ、検知順番、点数、使用者「Ｂさん」に対する酔い
動作、酔い易さ、検知順番、点数、を管理している。図２１（ａ）のテーブルでは、「Ａ
さん」は「Ｂさん」より、「急な加速」、「二軸回転」は高い点数で定義されており、「
下を向いて歩く」は低い点数で定義されている。つまりこれは、「Ａさん」は「Ｂさん」
よりも「下を向いて歩く」動作は酔い難いことを示しており、「Ｂさん」は「Ａさん」よ
りも「下を向いて歩く」動作は酔い易いことを示している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　１２０２：撮像部　１２０３：姿勢センサ部　１２０５：動作判定部　１２０７：制御
部　１２０６：表示部　１２０８：音声出力部
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